　　　
　　


　＜１０月１９日（日）プログラム＞
	時　 間
	テ　ー　マ
	講 師（敬称略）

	10:00～10:15
	オリエンテーション
	大正大学
人間学部臨床心理学科　専任講師
川俣　智路

	10:30～12:00
	地域でどう子どもを支えるか？
	

	12:00～12:３0
	質疑応答
	

	12:30～13:３0
	昼食休憩　（各自でおとりください）

	13:30～15:00
	地域で子どもを支えるための事例検討1
	（前　　掲）　　　川俣　智路

	15:15～16:45
	地域で子どもを支えるための事例検討2
	

	16:45～17:15
	質疑応答
	



発達障害・専門講座11（北海道地域支援特別講座）
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明日から始める事例検討


～地域でどう子どもを支えるか考えてみよう～





期　　日：２０１４年１０月１９日（日）


受講対象：教育・医療・相談・福祉・保育に関わる専門家、及びこの分野に関心のある方


定　　員：２０名


受 講 料：１,０００円（税込み、ただし「資料代」として）　※昼食は各自でお手配ください


主　　催：公益財団法人 明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021


会　　場：暮しステーション


北海道富良野市末広町１８-５　　TEL 0167-23-4000





目の前にいる子どもを支える、それはけっして１人で出来る作業ではありません。様々な立場の人びとも含めた、地域における資源を活用していくことが求められます。そのためには、まず子どものことを知らなくてはならない。そんな想いから、ケース会議や事例検討などの場が設けられます。しかし、実際には「これならひとりで動いた方が良かった」と失望してしまうことも少なくはありません。


事例検討、それは個を繋いでいくための大切な機会のはずです。けっして行政の限界を示す場でも、自分の立場を守るための場でも、地域の発言力のある人物の意向を汲む場でも、特定の人物の至らなさを問う場でもありません。事例検討の場はもっと飾らず、人びとを勇気づけ、明日からの方針を共有する場にならなくてはならないはずです。


目の前の子どもを支えることは、今すぐに行わなくてはならないはずです。そうだとすれば、そのために情報を共有し力を結集する事例検討も今すぐ始めなくてはなりません。当日は、北海道のへそである富良野という地域を舞台にして、事例検討のあり方とその方法について皆さんと議論し、それと同時に参加者の方から事例を募りそれを検討して、文字通り明日からの第１歩となるような時間にしたいと考えています。


【大正大学 人間学部臨床心理学科 専任講師 　川俣　智路】





※　時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みください。











